
 

❤
や
っ
ち
ゃ
ん
の
似
顔
絵
提
供
：
ひ
さ
か
さ
ん 

ら
三
千
社
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま

す
。
桐
生
市
相
生
町
の
八
坂
神

社
の
あ
る
場
所
を
天
王
宿
と
呼

ん
で
い
る
の
も
牛
頭
天
王
が
祀

ら
れ
て
い
る
場
所
と
い
う
こ
と

に
由
来
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

あ
現
在
、
三
丁
目
の
集
会
場
の

横
に
は
小
さ
な
石
の
祠
が
あ
り

「
大
間
々
祇
園
祭
発
祥
の
地
」

と
い
う
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
案
内
看
板
に
は
、

「
八
坂
神
社
は
国
の
政
策
で
や

む
な
く
神
明
宮
境
内
地
に
移
転

合
祀
し
ま
し
た
が
、
御
神
徳
を

仰
ぐ
熱
心
な
地
元
の
人
々
に
よ

り
跡
地
に
石
宮
を
建
て
、
毎
年

お
祭
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

あ
神
明
宮
宮
司 

齋
藤
巌
書
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

いい話 

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
産
業
振
興
や

五
穀
豊
穣
、
悪
疫
退
散
の
神
と
し
て
知

ら
れ
る
京
都
八
坂
神
社
の
御
分
霊
を
勧

請
し
、
屋
敷
内
に
八
坂
神
社
を
祀
り
ま

し
た
。
そ
し
て
三
年
後
の
寛
永
九
年
六

月
二
十
四
日
（
新
暦
の
八
月
二
日
）
に

祇
園
祭
を
始
め
ま
し
た
。
八
坂
神
社
の

主
祭
神
で
あ
る
素
戔
嗚
尊

は
牛
頭
天
王

と

も
よ
ば
れ
、
お
釈
迦
様
の
生
誕
地
の
祇

園
精
舎
の
守
護
神
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

八
坂
神
社
の
祭
り
を
祇
園
祭
と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
大
間
々
の
祇
園
祭

で
も
当
番
町
の
こ
と
を
天
王
町
と
呼
ん

で
、
御
祭
神
を
天
王
様
と
呼
ん
で
い
る

の
は
牛
頭
天
王
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま

す
。
八
坂
神
社
は
全
国
に
二
千
三
百
か
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あ
戦
国
時
代
の
末
期
ま
で
、
大
間
々

は
「
吹
払
い
野
」
と
呼
ば
れ
た
荒
地

で
し
た
が
文
禄
二
年
（
一
五
九
二
）

に
「
大
間
々
草
分
け
六
人
衆
」
（
高

草
木
家
を
筆
頭
に
、
長
澤
、
大
塚
佐

藤
、
金
子
、
須
永
）
の
人
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
町
づ
く
り
が
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
そ
し
て
六
年
後
の
慶
長
四
年

（
一
五
九
九
）
に
は
、
大
間
々
神
明

宮
が
現
在
の
地
に
遷
座
し
て
大
間
々

の
町
並
み
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
神
明
宮
の
初
代
神
主
大
楽

院
勝
尊
の
屋
敷
は
街
の
中
心
で
あ
っ

た
三
丁
目
に
あ
り
ま
し
た
。
勝
尊
は

 

大
間
々
祇
園
祭
発
祥
の
地 

第
三
百
七
十
三
号
は
令
和
八
年
九
月
一
日
（
火
）
発
行
予
定
で
す
。 

虹

の

架

橋

⇐

検

索

で

、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 

あ
り
し
日
の
富
弘
さ

ん
を
偲
び
ま
す
。 

 

ま
た
、
特
別
出
品

と
し
て
、
笠
懸
町
の

庄
屋
久
平
さ
ん
が
所

蔵
し
て
い
る
原
画
２

点
も
展
示
し
ま
す
。

こ
の
原
画
は
、
富
弘

さ
ん
が
群
大
病
院
に
入
院
中
の
一
九
七

五
年
と
七
八
年
に
描
い
た
極
め
て
貴
重

な
作
品
で
、
富
弘
作
品
の
原
点
と
も
い

え
る
も
の
で
す
。
今
回
の
写
真
展
を
主

催
す
る
富
弘
美
術
館
を
囲
む
会
群
馬
県

支
部
で
は
、
只
今
、
会
員
を
募
集
中
。

年
会
費
千
円
で
美
術
館
の
入
館
が
無
料

に
な
り
、
季
刊
誌
も
届
き
ま
す
。
富
弘

さ
ん
フ
ァ
ン
の
方
は
是
非
ご
入
会
を
お

勧
め
し
ま
す
。
写
真
展
開
催
中
は
、
さ

く
ら
も
ー
る
専
門
店
街

か
ら
、
抽
選
で
二
〇
名

様
に
美
術
館
特
製
の
星

野
富
弘
詩
画
ハ
ン
カ
チ

二
枚
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
お
問
合
せ
は
、

足
利
屋
、
ア
ス
ク
へ
。

「
三
方
良
し
」
の
会
と
三
丁
目

八
坂
会
で
は
、
合
祀
百
年
に
当

た
る
二
〇
一
三
年
に
「
天
王
横

丁
」
の
名
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
に
説
明
板
を
立
て
、
「
天
王

横
丁
」
と
書
か
れ
た
行
燈
三
基

を
横
丁
内
に
設
置
し
ま
し
た
。 

 
 
 

今
年
は
三
丁
目
が
天
王
町
と
し

て
祇
園
祭
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

祭
り
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は
、

先
人
た
ち
の
思
い
を
受
け
継
ぐ

こ
と
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

八
月
十
九
日
㈬
か
ら
二
十
三
日
㈰

ま
で
、
さ
く
ら
も
ー
る
セ
ン
タ
ー

コ
ー
ト
で
、
『
あ
り
し
日
の
富
弘
さ

ん
』
写
真
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
写
真
展
を
開
催
す
る
に
あ
た

り
、
富
弘
さ
ん
の
奥
様
の
昌
子
さ
ん

を
は
じ
め
、
富
弘
美
術
館
を
囲
む
会

群
馬
県
支
部
の
会
員
が
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
富
弘
さ
ん
を
撮
影
し
た
貴
重

な
未
発
表
写
真
を
百
点
以
上
展
示
、

 

  

 

今
年
の
桐
生
市
文
化
祭
市
展
で
文
化
協
会
会
長
賞
を

受
賞
し
た
前
東
律
子
さ
ん
の
作
品
。
こ
の
作
品
は
「
静

物
を
上
か
ら
見
る
と
い
う
視
点
や
、
三
つ
の
リ
ン
ゴ
を

画
面
の
上
方
に
配
置
し
た
構
図
が
斬
新
で
、
背
景
の
濃

密
な
色
彩
の
チ
ェ
ッ
ク
柄
も
効
果
的
」
と
い
う
評
価
を

得
て
群
馬
美
術
家
連
盟
の
会
友
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
三
日
か
ら
一
五
日
ま
で
、
市
展
の
美
術
・
書

道
や
写
真
の
三
部
門
で
特
に
優
れ
た
評
価
を
受
け
た
受

賞
作
品
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。 

 

 

律
子
さ
ん
は
、
１
５
年
前
か
ら
み
ど
り
市
立
大
間
々

博
物
館
コ
ノ
ド
ン
ト
館
に
勤
務
し
て
お
り
、
博
物
館
に 

 

行
く
と
に
明
る
い
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

あ
の
夜
の
親
父
の
小
言
茄
子
の
花 
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